
索引誌分析の一試論 (1) 

rvJi経済学文献季報』の編集作業分析~

細川元雄

はじめに

1 Ii季報』のあゆみ

11 Ii季報』の編集作業分析(以下次号〕

はじめに

本稿は，経済資料協議会西部会研究会の一つの柱である「各機関の研究活動，業

務活動の報告」にょせたものである。私の研究会報告 (1973年4月〉は，経済資料

協議会(以下協議会と略称〉編集の『経済学文献季報~ (以下『季報』と略称〕の

1972年度編集センターを終了した時期であり，編集作業を一応総括するという役

割もあったD 従来Ii季報』を分析対象とした研究がその必要性にもかかわらずほ

とんどなされていなかっ占;そこで私の被告が今後の『季報』分析の資料になれば

幸いと思い，従来編集委員会に提案された資料類を加えることによって，本稿が

『季報』を 1ケースとする索引誌分析の試論となった。

* ほそかわ もとお京都大学経済学部調査資料室
(1) 文部省主催のドキュメンテーション講習会でのテキストとして『季報』の実際が述べら
れたものに
a.細谷新治:索引誌の作り方ー経済学文献季報の実際ー; ドキュメンテーション講習会
第2回~テキストn，27rv41 (1962) 
b.生島芳郎:索引誌の作成と利用;学術月報24(2)， 97rv101 (5， 1971) 
C.斎藤滋:索引誌の作り方，使い方;学術月報25(2)， 91rv97 (5， 1972) 
紹介的なものとしては
d.竹林庄太郎:経済資料協議会編『経済学文献季報JI(紹介);同志社商学8(3)， 106 
rv110 (10， 1956) 
e.細川元雄:専門索引誌編集についてー「経済学文献季報」編集雑感 ;図書館発見の
手帳 (5)，55rv58 (3， 1967) 
他の索引誌と比較研究したものに(筆者未見のもの)
f.山田正昭 r経済学文献季報」と「産業経済雑誌主要記事索ヲIJの評価， [慶応大学]
昭和 45年度図書館・情報学科修士論文。
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一般に索引芯を評価する視点は i編著・出版に関する事項，内容に関する事項

および物理的形態に関する事項の 3つにまとめるこ2)」ができるといわれている。
私の試みは，第1の編者・出版に関する事項を編集者側から分析することによって

従来の「索引誌の作り方Jでな<，白からの問題(編集組織，編集者の地位，作業

の合理化〕へ問いかけることであり，第2の内容に関する事項も編集者側に立つこ

とによって，従来「ユーザー・オリエソテツドの思考を基本とするJi網羅性，速

報性，配列法，補助索引，累積性などJという評価に再検討を加えようとすること

である。なお，物理的形態に関する事項は，今日の出版事情をみるとZ重要な問題を

なげかけているが，従来の研究成果もあり，本稿では除外した。

1 W季報』のあゆみ

1956年にはじまる『季報』のあゆみをここで簡単にふり返ってみよう。 W季報』
創刊号は， i近年，経済学が進歩するにつれ，その研究範囲はしだいに拡大し，専

門分野もまえ分化するにいたった。それとともに隣接科学との交流はますます重要

になり，研究者は広範囲にわたって視野をひろげなければならなくなった。戦後，

このような動きにともなって，経済学にかんする出版物の種類は多様になり，その

数も急速に増加している。そのため，研究者は，これら多数の雑誌に限をとおすこ

とも，自分の研究分野にかんする文献を十分に知ることもでき沿い状態にある。ま

た学問の国際交流がすすむにつれて，経済学の研究成果にたいする内外の研究者，

研究機関，大学などの関心もたかまってきた。文献目録の作成は，このような実状

と要求にこたえるただ一つの方法である」と『季報』刊行の意義を説いている。さ

らに経済学研究の基礎過程を担う『季報』が，多数のリサーチ・ワーカーとドキュ

メンタリストとによる協同作業であることを力説している。当時 iW季報』の誕生

は，我国経済学界にどれだけの光明を投げかけたか，けだし量り知れぬものがある」

と迎えられた。 1960年第20号まで季刊として『季報』は，学会連合，文部省の補

助と有斐閣の協力によって順調に刊行された(第1表参照〉。

ここで協同作業としての『季報』の編集組織の特徴にふれておこう。第1図に示

した組織は， 1972年の現状をあらわしたもので，協議会加盟機関のうち毎年輪番

制をとる「編集セγター」と雑誌論文および単行書を分担採録する「分担機関」と

(2) 長沢雅男:参考図書の書評;Library and Information Science (9)， 1971年， 292ぺ
-o/。

(3) 生島芳郎:前掲論文， 97ベージ。
(4) 北島武彦:冊子目録の比較研究:図書館界19(6)， 238~243 (3， 1968) 
(5) 竹林庄太郎:前掲論文 110ベータ。
(6) ここで言う「単行書」とは，一個人の著作，あるいは単行本，叢書，全集， 論文集を指
し，雑誌に対応するものとして用いている。
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1957 

1958 

1959 
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1961 

1962 

1963 

1964 

1965 

1966 

1967 

lS6S 

1969 

1970 

1971 

1972 

1973 

¥w季吋

1~4 

5~8 

9~12 

13~16 

17~20 

21/22~23/24 

25~27 

28/29~31 

32/33~35 

36/37~39 

40/41~43 

44/45~47 

48/49~51 

52/53~55 

56/57~59 

60/61~63 

64/65~67 

(68/(;9ー〉

4 

4 

4 

4 

4 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

第 1表 「季報』編集の推移

テム数 日本文 日本文献|欧米文献|ソ連文献機関数 当機関名

nァノρ 

17，584 61.0 448 187(11) 21 12 京都大学

17，886 55.8 519 209(17) 25 13 一橋大学

16，682 54.9 532 216(18) 26 13 大阪市立大学

16，607 56.2 546 241(19) 28 13 横浜国立大学

15，025 59.9 529 237(8) 26 13 神戸大学

12，309 56.9 539 250 28 14 一橋大学

15，238 56.3 543 272 28 12 京都大学

14，477 52.4 560 306 26 13 大阪市立大学

14，572 55.8 536 303 24 13 神戸大学

15，207 53.7 548 306 24 15 一橋大学

14，819 53.0 556 314 26 17 京都大学

15，127 50.7 598 312 27 17 東京大学

14，895 48.3 502 327 26 17 大阪市立大学

14，904 45.4 495 319 27 24 神戸大学

14，937 42.0 490 324 27 23 東京大学

16，368 43.3 487 345 29 23 横浜国立大学

15，380 43.4 490 346 28 24 京都大学

(5，472) 54.1 500 283 28 25 東京大学

* 日本文献の占

める割合

* * 各年最初の

収録誌名一覧表

の誌数，欧米文

獄中のカツコ内

は中国雑誌 tt:> ..... 



(1972年現在〕『季報』編集組織図

|経済資料協議会l
第 1図

29機関，特別会員 9名

圧を司
市立--1;¥';flTh ~.fr *~ト年 1 回)

関

アジア経済研究所

同志社大学人文科学研究所

北海道大学経済学部

法政大学大原社会問題研究所

鹿児島経済大学地域経済研究所

関西大学経済政治研究所

*神戸大学経済経営研究所

神戸商科大学経済研究所

ネ京都大学経済学部

京都大学経済研究所

九州大学経済学部

名古屋大学経済学部

名古屋学院大学経済学部

日本経済研究センター

大阪府立大学経済学部

大阪経済大学中小企業経営研究所

*大阪市立大学経済研究所

小伶商科大学経済研究所

立命館大学人文科学研究所

東北大学経済学部

*東京大学経済学部

東京経済大学
山口大学東亜経済研究所

*横浜国立大学経済学部

機t包分

「一一
編

集

セ

ン

タ

*
印
の
輪
番
制
の
分
担
機
関
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からなり，通常の編集作業が遂行されている(詳細はHを参照〉。 他方『季報」の

編集方針，編集技術の改善などは，編集センターを中心とする編集委員会と全分担

機関で構成されている編集会議によって審議・決定される。さらに特別委員会制に

よって，今までに採録雑誌の評価や分類表の改訂がリサーチ・ワーカーとドキュメ

ンタリストとの協同作業として行なわれてきた。

ところが，協議会小史の述べるところによれば w季報』も「他の2次文献同様，

市販部数は少なし商業ベースにのらない出版物の悲しさで，有斐閣の収支は償わ

ず， 35年 (1960年)頃より継続出版が危ぶまれるようになった。そこで打開策を協

議した末，内容の減頁と発行回数の減少，発行を有斐閣から協議会にうつし，有斐

閣は発売のみ行なうことにした。そして 37年(1962年)25号より年3回刊行とし，

減頁は当時入手の困難になった中国文献の採録を中止すると共に収録誌種を整理す

ることで行ない，分類表も改訂した」と『季報』の危機とその打開を述べている。

この時点を境として『季報』をめぐる改革のあゆみをたどってみよう。第2表が示

すように『季報』危機の 1960年には，利用者へのアンケート調査が行なわれ，分

類の不合理，文献の漏れ，外国文献の存続，社会学・政治学・法律分野の適否など

が問われた。回答は r非常に便利な目録ですから今後とも定期刊行して下さい。
それが唯一の希望です」といった現状維持，継続刊行の激励の声であった。とはい

え， 1961年以後の『季報』は中国文献の採録中止， 分類表から社会学を除外し，

法律，政治学の文献採録を縮少することによって継続された。このことを契機とし

て『季報』の内容は隣接分野を縮少し，経済学への純化過程をたどりはじめる。

1966年には， rw季報』編集の問題点」として， r(l) 現実的問題であると同時

に『季報』自体の基本的性格にかかわること， (2) 技術的改善など一見して日常的，

即時的解決におわらせてよいように思われるが，なお十分な検討を必要とすること，

(3) ~季報』充実化のための誇提案および編集体制に関すること」と三つにまとめ

られた問題点が編集委員会に提案された。まず (1)の点は~季報』収録文献の内

容であり，ますます増加する文献量と『季報』の出版事情との間にあって編集者側

から生じる文献選択基準(あるいは採録基準〉の明確化である。そのどにとられた

対応策は，雑誌については法律，政治学の専門誌と現状記述，解説的な調査月報類

を収録誌から除外し (1968年実施)，単行書については入門書， 解説書，一部教科

書などが除外された mi'季報』文献採録基準暫定版J1967年4月刊参照〕。このこ
とによって『季報』の性格は，先きに分類表上から隣接分野を縮少し，さらに収録

(7) 経済資料協議会:20年のあゆみ， 1971年5月， 3~4 ベージ。
(8) 京都大学経済学部保管のものは， 23通あり，当時の集計報告は未見である。
(9) 1966年8月『季報』編集委員会に，当時編集センターの京都大学経済学部がまとめて，
提出したものである。
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誌の面からも縮少化をおこなうことによって経済学への一層の純化をすすめ，また

「学術研究書，研究論文」への方向をもすすめることになった。(到の点は，今日ま

で残されているもの(例えば採録分担機関名を収録誌に付すなど〉があるが，第2

表の示すように nr季報』原稿カード作成要領」が今日まで毎年のように改訂され
ていることに含まれている。 (3)の点は， w季報』総索引，件名索引の作成，また編

集センターの増設と常置などが討議された。

分類表の改訂は，当時これらの問題点の論議と平行してすすめられていたが，こ

こでふり返って『季報』分類表改訂の特徴のみにふれると，順調な発展期(第 1......，

20号〕の改訂は小規模なものであり，内容(小項目〉の拡大を示しているが， 1961 

年の危機打開期のそれは隣接分野の整理統合をあらわしている。 1967年の改訂は

収録文献の経済学研究書，研究論文へという「純化過程」にともなって各主題項目

の内容展開がより精密化されてきたことである(詳細は後述)。

その間の『季報』編集上のあゆみをみていくと(第2表)，各種の試みが行なわ

れてきた。注目すべきものをあげれば，第1に 1964，1965年の編集センターであ

る神戸大学経済経営研究所と一橋大学経済研究所とが，センタ一作業の一部に機械

化を導入したことである。この試みは「採録カードに IBMカードを採用し(ソ連

文献を除く)，分類，排列，著者名索引作成には PCS機械を使用して編集事務の

合理化」を実施したことである。注目されるべき第2の試みは，二つ以上の主題に

またがる分類重出の試案である。この試案は 1965年一橋大学経済研究所を中心と

して行なわれ r経済学文献季報の副出(カーのについての資料J (1965年5月)
と「経済学文献季報副出作業コード(暫定版)J(同年7月〉として分担機関に配布

された。しかし実施にいたらず，そのご 1970年の編集会議において再び分類重出

の必要が叫ばれ，実施段階の細目が今後に残されている。最後に注目されるのは，

1969年第 3回協議会理事会において「季報の採録および編集の専門化について」

が討議された。のちにくわしく述べるが，分担機関の専門化と分担機関内の個人の

専門化とを促進するという意図で，例えば「ソヴェト文献の実質的編集を京大経に

常時固定化する〈現在，採録は同機関に集中している)J という案がその中味であ

った。分担機関の主題による専門化，また言語による専門化，さらに分担するのが

機関か個人か，この組み合わせの問題は今後に十分検討されるべきことである。

なお， 1972年に発足した『季報』改革委員会は，日本文献雑誌の大幅分担換え，

欧米文献雑誌の隣接分野誌の中止，単行書採録のあり方，分類表の改訂などを論議

同 「協議会会報JNo. 5， 1964年9月， 3ベータ。詳細な報告は， 杉村優 r経済学文献
季報」編集の機械化による労働軽減効果;協議会会報 (η，4 ~ 6 (9， 1965)を参照。

~11 r協議会ニュースJNo. 4， 1969年 11月， 1O~11 ベージ。
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第 2;/<. rr季報』のあゆみ (1960年以後〕

年 111持 守f 項

1960 印刷所天理時報社に変史。季報アンケート調査。会員機関の

受入雑誌のユニオン・カタログ「経済学雑誌1芯合目録」刊行。

1961 中国文献'tJ([-.o 分類表改訂。 この年合併号211日(21/22と

23/24)となる。

1962 協議会が発行となる(従来有斐閣発行が発売のみ〉。 この年

より年3回刊行。

1963 rw季報』原稿カード「ド!必要凶J(大阪市立大学版〕刊行 (5
月)，同・追加・修正)日 (8月)，

1964 ilf'季報』原稿カ ド作成要領J (神戸大学版〉刊(1月〉η

「ネ士会科学雑誌総合日銀J(1960年の改訂)刊行3 編集センタ

ーの機械化(神戸大学〕。

1965 編集センターの機械化(一橋大学〉。二主題にまたがる分類

「重II¥Jの試案 (7月〕。

1966 rw季報』原稿カード、作成要領J (京都大学版)干Ij(1月〉。
ilf'季報」編集の問題/U(8月〉。

1967 分類表改訂。 ilf'季液』文献採線基準留定版J(4)j)，

1968 隣接分野のu本文献維誌採;i:lcj'll::(96~ë)。

1969 採録および編集の咋|勺化作Ij:ソヴェト文献→京大集'1")案コ

難読氏名，ノートとしてよf~fJ'1。

1970 m季主IU原稿カード作成要領J(東京大学版〕刊 (2月〕。
編集会議年1回(総会匹、りとなるコ分類重:U案再提起。

1971 向JlilliJ所関凶広済堂印刷J(株〕に変更，写植印刷!となる。新しい

研究分野のl行加に対する分類表改訂が提起。

1972 ilf'季報』原稿カード作成要領J(京都大学版〕刊 (3月〕。単

行書採録の問題J足起η 『季限』改苧委只会発足 (7月， 11月，

1973年2月間fl)O，
1973 印刷所同朋舎に変史， iJi版印刷にもどる。日本文献雑誌の大

幅分担換え。欧米文献雑認の隣擬専門誌の採録中11::(78"，&)。

資料 1120年のあゆみj，Il会報~ No. 1~12，ニュース No. 1~1::;，その他。
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第3表収録i誌の機I)~JJJIj分担点数

1966末 1971年末
分担機関nl{¥称名

日本!欧米トベ 日本|欧米|ソh ト|

アジア経研 10 43 2 55 8 49 57 

同志社大 32 6 38 21 5 26 

北海道大 9 1 10 

法 政 大 43 43 31 31 

鹿児島経大 22 28 

関 四 大 17 17 14 1 15 

布jl }-' 大 26 76 102 18 71 89 

神戸市大 52 4 56 33 3 3() 

尽 大 経 36 55 64 115 14 60 28 102 

京大経研 20 8 28 21 28 49 

九 大 7 7 

名 大 74 34 108 28 42 70 

名古屋学院大 11 4 15 

日経センター 4 1 5 14 14 

大阪府大 23 4 27 

大阪経大 18 18 26 1 27 

大阪市大 92 9 101 47 6 53 

小 1令商大 12 12 

立命館大 49 5 54 26 5 31 

東 北 大 11 2 13 

東 大 11 11 22 13 24 37 

東京経大 32 1 33 26 8 34 

山 口 大 3 3 

横浜田大 69 42 111 46 26 72 

細谷(一橋大〕 21 26 47 7 3 10 

:十
1側¥321 ¥ 26 1 953 1497 1叩¥28 1 868 
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し， 1973年には一部実施しているが，本稿ではふれないことにす2。
以上述べてきたように w季報』のあゆみが危機打開期を契機に索引誌として内

容的には経済学の研究書，研究論文という純化過程にあること，また編集上，その

組織の拡大と作業の様々な試みとがつづけられていることをみてきた。しかしなが

ら『季報』の収録文献の性格と編集組織，編集作業とのそれぞれの問題ならびに両

者との関連の問題が単なる「あゆみ」としてみるだけでなしいろいろな視角から

再検討されなければならない。

II W季報』の編集作業分析

『季報』分析の編集者側からする可能なことは，まず『季報』収録誌の分担がど

のようになされているか，分担機関となっている各大学，研究機関の図書室(館)，

資料室の専門化とどうがiびつき，今後どう結びつければよいかを聞い，さらに編集

作業が各分担機関の日常業務といかにかかわり合っているか，編集センタ一作業が

分担機関の作業とどう結びついているのか，またこうした結びつきがライプラリア

ン， ドキュメンタリストの専門化にいかに役立つのかを問うことである。

D 収録誌の分担

編集作業分析に先立つて，分担機閣の雑誌，単行書の分担内容をみてみよう。分

担機関は，自機関の発行する雑誌，単行書を第 1の分担基準とし，機関の所在を中

心とした地域別と機関の主題による専門別を第2の基準として収録誌の分担をおこ

なう。欧米・ソグェト文献雑誌の分担基準は，機関が受入れているかどうかが第 1

条件となり，そのうえで主題別専門化と言語・地域別とが基準となっている 3 第3

表は収録諸分担を量的にあらわしたものである。なお， 1972年の『季報』改革委

員会において日本文献雑誌の大幅な分担換えが行なわれ (1973年実施)，欧米・ソ

グェト文献雑誌のそれは今後の課題として残されている。主題別専門化の事例は，

経営学，会計学分野を神戸大学に，労働・社会問題を法政大学に，また歴史，思想

史関係(主として欧米文献誌)を名古屋大学に集中するということである。言語・

地域別の専門化は，例えばソグェト，東欧関係を京都大学(経済学部〉に，ラテン・

アメリカを神戸大学に，アジア・アフリカをアジア経済研究所に集中するというこ

とである。また日本文献雑誌と欧米文献雑誌との分担比重は，例えば大阪市立大学

が「経済学文献月報」 σ経済評論』誌毎号に掲載〕編集の経験から前者に重きをお
くということもある。単行書の分担は， 1973年現在東京大学を中心として協議会

東部会東京所在の機関，何人会貝がグループとなって分担されている。政府刊行物

凶 「協議会ニュースJNo. 12，以後参照。
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および主要出版社の単行書は東京が出版地であるという理由で，ここでも地域性を

採用している(京都所在の出版社のみ同志社大学が分担している〉。

以上述べてきたように分担機関所在の地域別を基礎とし，それに主題別専門化を

加えるという分担基準は，のちにふれる採録および分類の精度からも全国組織をも

っ協議会のユニークな成果である。単に分担基準ばかりでなく，協議会の『季報』

編集という協同作業の推進からも，さらに大きな成果をうるためには各機関，機関

所属の個人の主題別専門化への道がとられるべきである。しかしながら，専門化へ

の道は協議会白からの課題であると同時にわが国の大学，教育・研究制度にもかか

わり，さらに私たちライブラリアン， ドキュメンタリストの社会的地位向上と養成

にかかわる問題でもある。

a 分担機関の採録作業
『季報』編集作業の流れを第2図によって順次みていこう。分担機関の採録作業

は一口であらわせば，収録誌(単行存)から一定の形式で原稿カードを作成し，締

切日〈毎年5月1日 9月1日， 12月1日)にまとめて編集センターに送ることで

ある。形式の詳細はm季報』原稿カード作成要領」および『季報』内の収録形式
を参照していただくことにして，ここではその作業工程のみにふれておく。分担雑

誌が受入係でチェックされ(第2図右欄の 1-1)，論文選定者を通じて(1-2). 

目録係で原稿カードが作成され(1-3)，再び選定者に返り，分類が記入され(I

-4)， r季報』担当者としてチェック・カードの記入(1-5)と締切に近い日に
送付リストを作成(1-6)して発送する。私たちの経験では工程Iー 1と1-2

とは分業されるが，工程1-3"'6の作業が『季報』担当者として一括して行なわ

れる。そして長い経験から，分担誌の受入ごとの作業が締切に近い日に一括された

り，全く日常業務から離れて 1人が工程Iー 1"'6を担当し，短時間で仕上げてし

まう。私の編集センター経験の日は，一括省力化された作業が単純なケアレス・ミ

ステイクや分担誌の欠号状況を示すなかにその欠点を判読したり，訂正記入の原稿

カードのなかに目録係の養成をみたり，備考欄をつかった内容指示の言葉にリサー

チ・ η ーカーの参加を読みとったりしてきた。 rr季報』採録作業が受入，整理とい

う図書・資料の日常業務へ定着化し，それぞれの工程が分業することは，相互点検

による採録上の精度の向上と同時に新人養成手段など多目的性を再認識させる。と

はいえ，現段階においては採録作業がマンネリズムになり，すでに再認識の時期も

凶現在改革委員会において検討されている一つのことは，単行書採録の分担分散化であ
るe その内容は従来の東部会分担以外に西部会の一部の機関が関西の出版社のものと一部
の出版社のものとを分担することである。
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『季報』編集作業フロー・チャート第2図

雑誌の受入

採録論文の選定

原稿カード記入

分類記入

誌名チェック・カード記入

採録(送付〕リスト作成

〔分担機関の作業〕
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A
 

主主採

〔編集センターの作業〕

L一一ー-， IIー 1 受入原稿カードの枚数点検
受 入 2 センター用誌名チェック・カード記入

3 受領書発送

機関別点検

分類別点検

l ↓ V-l 
V 印刷原稿完成 1 2 

l 3 4 
5 

6 

印刷所渡し

立

機関}]IJ，雑誌別記入形式および内容点検

追加採録

継続論文の前調査，その他の調査

田

分類別配列

分類問の調整

内容点検，採・否の決定

1

2

3

 

W
 IV 

ナンパリング

本文の台紙貼付

著者索引の作成

索引の台紙貼付

収録誌名一覧の作成

表紙，前付，奥付の作成

校

校

校

初

再正VI 
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すぎているとするならば，とるべきことは分担の主題別専門化への道しか残されて

いないのではないだろうか(詳細は後述〕。

a 編集センターの作業
つぎに編集センターの作業にうつろう。ここでは，分担機関から送られてきた採

録原稿カードをまとめ，冊子形態として『季報』を出版にまでこぎ、つける作業であ

る。第2図フロー・チャートにしたがって，その作業をllcvVIの工程に区分して作

業内容を簡単にみてみよう。工程は原稿カードの受入点検にはじまり，採録誌の漏

れ，ときには誌名略称の誤りなどが訂正され，分担機関別のまま工程Eの点検者に

送られる。工程Eでは，主としてカード記入形式の点検がその内容であり，分担機

関の 1-3"-'4の採録作業に対してなされ，分担機関の作業精度が高ければ高いだ

け，この工程は減少する。また工程Eでは w季報』を構成する日本文献，欧米文

献，ソグェト文献という一種の言語別の編集分業体制が設定される。この分業はの

ちの実例が示すように編集センター内で， また今回 (1972年〉私の経験のように

日本文献は京都大学経済研究所で，欧米文献は京都大学経済学部で，ソグェト文献

は奈良短大の小松勇吉氏(個人会員〕にという場所的にも離れた体制が実施された。

工程皿で機関別(同時に雑誌別〉の点検を受けた原稿カードは，次に分類別に配置

換えを受け，文献の内容を中心とした工程Nの分類別点検を受ける。編集センター

経験者は周知のことであろうが，工程班からWに移るにしたがって，一方では内容

的，他方では機械的作業にわかれ， 6，000枚余りの原稿カードが点検者の手から次

々と配列作業者に手渡たされる。配列作業者は，すべて機械化の時代にまるで民芸

品を細々と作っている内職グループのように，カード区分器を前に，また机上一杯

に広げて原稿カードを分類記号]1原に，さらにその中を著者のアルファベット順にと

作業を展開していくのである。分類配列が終了した段階で内容点検がはじめられ，

不収録(私たちの言葉では「没J)カードが抜き出され， さらに分類重出を採用し

ていないために類似主題の調整がなされる。工程N-2cv3において，協議会加盟

機関内の主題別専門家を短期日 (2"-'3日間)動員し，分類精度を高めるとともに

編集センタ一作業者を一時休息させることを私は提案しておきたし、。

最後に配列，点検済の原稿カードは一連番号(アイテム・ナンバー〉が付され，

番号を媒介とする補助索引，すなわち著者索引が索引用カードに転記される (1970

年より原稿カードに 2枚複写カードが採用され，うち 1枚が索引用となり，補助索

引作成の作業は2分の 1に軽減された〉。 ここで編集センターの主な作業は最終工

程Vに入り，表紙，前付けなどの原稿作成と同時に原稿カードを台紙に貼付け，最

後の点検をすませ，完成原稿として印刷所に渡されるつ校正を残して編集センタ一

作業の全工程は終了する。
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『季報』編集センターの経験から，作業内容と作業者の熟練との関係をみると次

の三つのクーループにわけることができる。工程N-2，3を主題別専門家が担い，

工程皿および N-1，V-3， 5， 6を目録係経験年数の多い人々が担い，その他は

経験年数を問わない人々で行なうことができる。また作業内容と作業時間をみるた

めに，数年以前の編集日誌から第4表を作成したっ詳細な説明はここでは省略して，

この表を理解していただくために 2，3の点を指摘しておきたし、。まず第1点は，

のちのちの私の編集センター経験からはスタップ，アルパイトなど作業主体の条件

が非常に良いことである。第2の点は，原稿カード受入れが4月 30日から 5月9

日で終っていること〔締切日が守られた部類に属する)， 第 3にスタッフが過去の

経験から工程Eで町一3の工程をあらましすませたことである。なお工程V-3の

補助索引の作成は先述のようにこの段階では 1枚々々著者名がアイテム・ナンパー

とともに索引用カードに転記されていたことである。この表には示さなかったが，

印刷所の条件がよく，校正から出版までの日付を追っていくと 6月 25日(前文，

本文のうち日本，欧米〉と 7月1日(本文のうちソグェト，索引〉とに初校がで，

7月7日(本文〉と 7月9日(索ヲ[)とに初校返し 7月 18日と 22日に再校受

け 7月29日再校返し 8月2日三校として出張校正 8月12日出版と全く順調な

経過をたどっている O

編集センタ一作業は，すでに指摘したように工程皿をなくし，工程 N-2，3を

主題別専門家の動員によるとすれば，物理的な場所の提供と工程HとVなどの作業

のみ (VIは再び専門家動員ということ)で終るのではないか。私の理想、案が実現さ

れるとすれば，第4表-2から編集センタ一作業は現在の作業量の半分以下になる

といってよい。また作業の熟練度を考慮すれば，協議会加盟の殆んどの機関が輪番

可能となり，一機関常置の可能性もそう遠くはないコ最後に，編集センター自体の

開放性を問われるが，専門別ライブラリアン， ドキュメンタリストの養成所として

も編集センタ一作業が利用できるのではないかと考えられるつだが作業分析からの

みで，いそいだ結論を提供しないでおこうコ(つづく〕
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第4表一1 編集センタ一作業内容と

日 本 文 献 欧米・ソヴェト文献 全般手伝 | 
A B C D E 

作業内呑|時前|作業内容|時間作業内容|時間|作業内容|時間作業内容|時間

5月9日 II-1 8 II-1 8 II-1 8 

10 III-1 8 II-3 8 

11 11 8 II-2 8 直一1 10 

12 11 8 11 8 11 10 

13 11 8 11 8 11 10 

14 11 3 11 8 11 10 II-2 8 

16 11 9 11 9 11 11 11 
カ 直ドの
8 取りし 8 

17 11 9 11 9 。 11 か 8 III-2 8 

18 11 10 III-2 10 。 11 11 8 11 8 

19 11 91 1V-1 9 11 11 11 8 11 8 

20 V(I単-行Z書3) 10 III-2 11 11 8 11 8 

21 11 6 11 8 11 3 11 8 

23 11 10 V-5 10 lVー2，311 カ 直ドの取りし 9 

24 (雑誌〉 10 11 10 11 11 。 9 

25 。 11 1V-1 11 11 11 III-2 9 

26 '1 12 11 12 11 12 V-5 9 

27 11 8 11 10 。 8 '1 9 

28 V-1 31 V-l 8 。 3 11 8 V-3 8 

30 V-2 11 V-6 11 V-1 10 V-3 9 V-2 91 

31 か 11 V-2 11 V-2 9 11 9 

6月1日 原稿点検 9 11 9 11 9 11 9 

2 

3 

4 

6 V-3 8 V-3 8 V-3 8 V-3 8 V-3 81 

7 11 9 。 9 。 9 11 9 。 9 

8 V-4 81 V-4 81 V-4 8 V-4 8 V-4 8 

9 原稿点検 8 11 8原稿点検 8 11 8 11 8 

|叫
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作業時間 第4表-2 作業内容の比重

アルバイ ト 作業内容 |作業時間|全め作る業割合に占

F G II-1 24 2.3 

作業内容|時間ド乍業内容|時間 2 101 9.7 

3 8 0.8 

* 作業内
容は第2

(133) 12.8 

図参照i
* * 編集作 阻-1 156 15.0 
業時間は
A， B， 

2 
7.0 

C各氏は 3 

約80%と (229) 22.0 
みていた

N-1 8 
だきfこい

/1 8 追認 6月1

8 
日午後4時

8 本文・裁紙・

町一1 114 11.0 

2 
11.8 

3 
/1 8 前つけ原稿

。 印刷所に波

す。

(237) 22.8 

N-1 8 V-1 21 2.0 

/1 8 2 111 10.7 

/1 8 3 129 12.4 

/1 8 4 72 6.9 

か 8 5 46 4，4 

6 11 

V-3 9 V-3 9 
(390) 37.5 

V-2 8 V-2 8 

。 8 カードの取り直し
26 

25 2.4 I 
完成原稿の点検 (51) 4.9 

言十 11，040 1 100.0 

V-3 8 

/1 9 

V-4 8 

|叫
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